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駐
日
大
使
が
物
資
提
供
要
請

鮨
詰
約
３
万
点
備
蓄
す
べ
て

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン

被
災
者
支
援
活
動
を
し
て
い
る

新
見
市
の
公
設
国
際
貢
献
大
学

校
は
1
0
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
駐

日
大
使
か
ら
、
備
蓄
し
て
い
る

救
援
物
資
の
提
供
要
請
が
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同

校
は
「
で
き
る
限
り
支
援
し
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　
開
校
に
よ
る
と
、
鈴
木
剛
史

教
頭
が
９
日
、
東
京
都
品
川
ぼ

の
同
国
大
使
館
を
訪
れ
、
ラ
ー

・
ミ
ィ
ン
大
使
と
会
談
。
開
大

使
は
「
物
資
の
輸
送
が
困
難
な

地
方
で
復
旧
が
特
に
遅
れ
、
食

糧
、
飲
料
水
が
不
足
し
て
い
る
」

と
説
明
し
、
同
校
が
備
蓄
し
て

い
る
毛
布
や
寝
袋
、
給
水
タ
ン

ク
な
ど
約
３
万
点
す
べ
て
の
提

供
を
求
め
た
と
い
う
。

　
開
校
は
８
日
、
マ
ス
ク
な
ど

約
３
０
０
０
点
を
国
際
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
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ＡＭＤＡが街頭募金活動
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国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
は
1
0
日
、
岡
山
市
本
町
の

　
（
本
部
・
岡
山
市
）
の
グ
ル
ー

プ
組
織
に
緊
急
発
送
し
た
が
、

今
後
は
現
地
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
同
国
の
国
家
中
央
防
災
委

｜

ＡＭＤＡの街頭募金(岡山高島屋前で)

岡
山
高
島
屋
前
で
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
ー
の
被
災
者
を
支
援
す
る
街
頭

員
会
に
随
時
、
空
輸
す
る
。

　
　
一
方
、
輸
送
に
は
費
用
が
か

が
る
た
め
、
開
校
は
募
金
を
姶

め
た
。
振
り
込
み
は
郵
便
振
替

で
、
通
信
欄
に
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」

と
書
い
て
、
□
座
番
号
０
１
３

９
０
一
４
ｓ
９
３
８
ワ
９
の

　
「
も
も
た
ろ
う
国
際
救
援
隊
」

へ
。
問
い
合
わ
せ
は
開
校
『
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募
金
活
動
を
行
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
1
0
人
が
雨
の
中
、
「
ミ

ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災

者
に
皆
様
の
ご
協
力
を
」
　
「
6
0

年
に
１
度
と
い
わ
れ
る
大
災
害

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
医
療
支
援

を
行
い
ま
す
」
な
ど
と
書
い
た

チ
ラ
シ
を
配
り
、
買
い
物
客
や

道
行
く
人
に
呼
び
か
け
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
郵
便
振
替
で

も
募
金
を
募
っ
て
お
り
、
医
療

品
や
食
料
品
な
ど
を
購
入
し
、

現
地
に
送
る
と
し
て
い
る
。
振

り
込
み
は
郵
便
振
替
で
、
通
信

欄
に
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク

ロ
ン
」
と
書
い
て
、
口
座
番
号

０
１
２
５
０
ｅ
２
●
４
０
ワ
０

９
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
。
問
い
合
わ

せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
０
８
６
・
２

８
４
°
ワ
フ
３
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